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だより
Ｎｏ．３０７　
議会広報委員会

議 会

同
意

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

・
平
成
29
年
１
月
29
日
任
期
満
了

の
た
め
選
任
に
同
意

　
川
島
　
史
伸
　
氏
（
再
）

原
案
可
決

○
北
竜
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

○
平
成
28
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
５
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
１
５
，
７
５
１

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
３
，
５

７
８
，
５
３
０
千
円
と
す
る
。

○
平
成
28
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
３

号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
８
，
９
８
０
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
５
６
，

３
４
４
千
円
と
す
る
。

○
平
成
28
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
２

号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
７
０
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
１
１
７
，
５
１
５

千
円
と
す
る
。

　
平
成
28
年
第
７
回
臨
時
会
は
11

月
28
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

原
案
可
決

○
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

○
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
第
４
回
定
例
会
は
12

月
13
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

委
員
会
報
告

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日
　
９
月
６
日(

火)

■
調
査
事
項

商
工
振
興
に
つ
い
て

■
調
査
結
果

・
新
店
舗
開
設
ま
で
無
店
舗
状
態

に
な
ら
な
い
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
事
業
を
遂

行
さ
れ
た
い
。
　
　
　
　
　
　

■
調
査
期
日
　
10
月
21
日(

金)

■
調
査
事
項

①
保
健
指
導
事
業
に
つ
い
て

②
広
域
医
療
に
つ
い
て

■
調
査
結
果

①
②
指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日
　
11
月
22
日(

火)
■
調
査
事
項

①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ
ま
わ
り
の
運
営
状
況

に
つ
い
て

②
指
定
管
理
者
の
委
託
状
況
に
つ

い
て
（
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
）

■
調
査
結
果

①
指
摘
事
項
な
し

②
今
後
に
お
い
て
も
引
き
続
き
健

全
な
経
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

○
平
成
28
年
度
北
竜
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算(

第

２
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
か
ら
５
０
５
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
３
２
，
８
８

０
千
円
と
す
る
。

○
平
成
28
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算(

第
４
号)

に

つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
１
０
９
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
２
４
１
，
１
０

１
千
円
と
す
る

○
平
成
28
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算(

第
２
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
３
，
５
７
４
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
２
５
，

８
７
４
千
円
と
す
る
。

○
平
成
28
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
９
７
千
円
を
減

額
し
、
総
額
を
１
２
９
，
０
０
０

千
円
と
す
る
。

○
平
成
28
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

に

つ
い
て

・
収
益
的
収
入
で
１
９
７
千
円
を

増
額
し
、
総
額
を
６
５
，
２
２
９

千
円
と
す
る
。
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私
事
だ
が
、
５
度
目
の
年
男
を

迎
え
た
。
感
無
量
で
あ
る
。

　
世
界
の
潮
流
が
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
。「
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」

か
ら
「
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
」
へ
、と
だ
。

解
り
や
す
く
言
え
ば
、
世
界
を
一

つ
の
共
同
体
と
捉
え
、
自
由
貿
易
、

及
び
市
場
主
義
経
済
を
推
し
進
め

よ
う
と
す
る
考
え
か
ら
、
地
域
主

義
、
一
国
、
或
い
は
地
域
の
独
自

性
や
特
徴
を
重
視
・
尊
重
す
る
考

え
方
へ
、
と
だ
。

　
主
な
動
き
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス

の
Ｅ
Ｕ
離
脱
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
政
変
、
ア
メ
リ
カ
次

期
大
統
領
ト
ラ
ン
プ
氏
な
ど
だ
。

　
こ
の
流
れ
の
発
端
の
諸
説
は
、

経
済
的
不
平
等
、
い
わ
ゆ
る
貧
富

の
差
か
ら
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
（
大
衆

迎
合
主
義
）
の
台
頭
で
は
な
い
か

と
。

　
近
い
将
来
、
こ
の
流
れ
が
主
流

に
な
れ
ば
、
日
本
の
政
治
・
経
済

に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
、
地

方
、
そ
し
て
北
竜
町
に
も
多
様
な

影
響
を
与
え
る
と
想
像
で
き
る
。

　
新
た
な
年
の
始
ま
り
、
世
の
中

の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
潮
目
を

見
極
め
、
先
手
を
打
つ
心
構
え
が

何
時
で
も
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

あ
な
た
は
ど
う
お
思
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
小
坂
　
一
行
）

・
収
益
的
支
出
で
９
千
円
を
減
額

し
、
総
額
を
７
４
，
９
２
１
千
円

と
す
る
。

・
資
本
的
収
入
で
１
１
千
円
を
増

額
し
、
総
額
を
９
０
，
６
１
７
千

円
と
す
る
。

・
資
本
的
支
出
で
２
３
千
円
を
増

額
し
、
総
額
を
９
６
，
９
０
０
千

円
と
す
る
。

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係

省
庁
に
送
付
し
ま
し
た
。

○
国
に
よ
る
子
ど
も
医
療
費
無
料

制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書
に

つ
い
て

○
国
民
健
康
保
険
療
養
費
国
庫
負

担
金
の
調
整
（
減
額
）
廃
止
を
求

め
る
意
見
書
に
つ
い
て

○
「
高
額
療
養
費
」「
後
期
高
齢

者
の
窓
口
負
担
」
の
見
直
し
に
あ

た
り
、
現
行
制
度
の
継
続
を
求
め

る
意
見
書
に
つ
い
て

○
「
全
国
規
模
の
総
合
的
な
ア
イ

ヌ
政
策
の
根
拠
と
な
る
新
た
な
法

律
」
の
早
期
制
定
を
求
め
る
意
見

書
に
つ
い
て

○
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制

度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書
に

つ
い
て

○
大
雨
災
害
に
関
す
る
意
見
書
に

つ
い
て

○
Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
の
経
営
支
援
を

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

○
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
鉄
道
事
業
の
維

持
存
続
に
向
け
た
意
見
書
に
つ
い

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
質
問

　
４
名
の
議
員
か
ら
４
件
の
一
般

質
問
が
あ
り
、
内
容
に
つ
い
て
は

２
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。


